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　さまざまな専門的な活動をしている
技術系Vですが、その目的は災害廃棄
物を片付けることだけではありません。
専門的な知識を活かしながら被災した
住民の方に必要な情報や手段などを示
し、被災者が生活再建をするうえでの
選択肢を増やすことに活動の大きな目
的があります。
　私たちはこの目的を念頭に置きなが
ら、具体的には次のような活動を行って
います。

◆家屋の応急処置
　多くの被災者にとって住まいの再建
は共通する大きな課題です。家屋を建
て替える必要があるのか、補修で対応
できるのかなど技術的なアドバイスを
することで、先の見えない心の負担を和
らげ、生活再建をすすめる第一歩とする
支援を行っています。
◆金銭的負担を軽減する
　被災した家屋の乾燥や消毒、壊れた
部分の修理や補強などをすることで、被
災家屋の被害拡大を防ぐとともに、再
利用できるものはできるだけ利用でき
るようにします。このことにより、本当に
必要なところに費用を効率的に使える
ように支援します。
◆できるだけ解体以外の選択肢を示す
　解体するしかないと思っていた住ま
いに、修復、再生など解体以外の選択
肢を示すことにより、住み慣れ、思いの
つまった住まいに戻れる希望を作り出
します。多くの住民がもともと住んでい
た地域で生活を継続することは、地域

コミュニティの維持につながり、復興へ
の大きな力にもなります。
◆考える時間をつくる
　被災者は被災後の短い時間に決断
や対応しなくてはならないことがたくさ
んあります。住居をめぐる問題もその一
つです。被災した家屋に応急処置を行
うことで、その後の住まいについて考え
る時間を作り出します。このことは、短
期間にさまざまな決定をしなければな
らない被災者の心の負担の軽減につな
がります。
◆財産を保護する
　家屋が大きく損傷している場合、被
災者自身が家屋から貴重品を取り出す

パナソニック株式会社「Panasonic NPO/NGOサポートファンド for SDGs」（応募締切日7月31日必着）
　「貧困の解消」について活動しているNPO／NGOが持続発展的に社会変革に取り組めるよう、第三者の多様で客観的
な視点を取り入れながら、組織基盤強化に向けて助成。「組織診断からはじめるコース」「組織基盤強化コース」の2つの
コースを設けて応援する。　（詳細は「パナソニック株式会社　助成金」で検索）

 地震･水害･竜巻･雪害など、近年日本各地で多くの災害が発生し、その影響は大規模化、広域化しています。ボランティアによる被
災者・被災地支援では、社会福祉協議会が中心となって設置・運営する「災害ボランティアセンター」（以下、災害VC）で被災家屋から
の泥出し、家具や家屋の清掃などの活動が行われますが、そのほかにも災害VCと連携して専門技術や知識・経験などを活かす
NPO・企業・個人による活動があります。今号の特集では、このうち災害支援の現場で、「技術系ボランティア」と呼ばれている活動に
焦点をあてて活動の概要と活動事例を紹介します。

重機をツールに被災者の生活に寄り添う特集
～技術系ボランティアの活動～

技術系Vの活動と考え方

技術系ボランティアの役割とめざす姿

【技術系ボランティアの活動】
　災害VCやJVOAD（全国災害ボランティア支援団体ネットワーク）において「技術系ボランティア（以下、技術系V）」は、主に建
築や土木の専門知識、技術、経験を持ったボランティアの集団（人）とその活動を表し、東日本大震災をきっかけに大きな広がり
を見せています。技術系Vは、行政が委託した民間事業者の復旧復興事業と並行して行われ、建設機械による土砂の撤去から、
建築技術を駆使した家屋の再生、屋根被害への対応（高所作業）など、主に一般のボランティアが行うには危険が伴う活動に取
り組みます。こうした技術系Vの活動は一般ボランティアによる支援活動の効率を高めたり、活動範囲を広げたりできることから、
大きな期待が寄せられています。また、専門技術や重機などを使った活動に注目が集まりがちですが、活動の目的を「被災者に寄
り添った生活再建」としていることは、彼らの活動を理解するうえで重要なポイントの一つです。
　JVOADの技術系活動の中心的なメンバーとなっている黒澤司さん（DRT JAPAN）、肥田浩さん（OPEN JAPAN）、小林直樹
さん（風組関東）、松山文紀さん（震災がつなぐ全国ネットワーク）に活動の内容とポイントを伺います。

黒澤 司さん

DRT JAPAN／
JVOAD技術系専門委員会 アドバイザー
DRT JAPAN／
JVOAD技術系専門委員会 アドバイザー
くろ  さわ  つかさくろ  さわ  つかさ

黒澤 司さん
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ことは困難です。家屋内には金品などの
貴重品のほか、思い出の品や生業に必
要な物品など、生活再建にとって必要
な資材や心の支えになる物も含まれて
います。しかし、こうした財産の取り出し
は、公的支援や一般の業者では対応し
ていないことがほとんどです。技術系V
のなかには、知識・技術・経験を活かし
て、被災者の思いに寄り添った財産保
護活動を行っているグループもあります。
◆仮住まいの環境を改善する
　大規模な災害発生時・発生後は、建
設型仮設住宅を仮住まいとされる方、
生業の都合などによりやむなく自宅の
敷地内に仮住まいの家屋を建てて生活
をされる方もいます。建設型仮設住宅
は必ずしもその地域に合わせた構造と
なっているわけではないため、玄関の風
雨除け、結露防止などが十分ではない
ことも多くあります。また、バリアフリー
構造となっていても、世帯構成や障害
などの程度によっては住みにくいことも
多くあります。技術系Vは、利用者の生
活に合わせて少しでも住みやい環境と
なるように大工作業などを行うなど仮
住まいの生活環境の改善をはかってい
ます。
◆地域・コミュニティの回復
　災害時に発生する圧倒的な量の土
砂、大きな倒木などは、人力での除去は
困難です。技術系Vは、建設機械や動力
工具など、さまざまな機材を使用し、私
道や敷地の障害物の除去を行い、地域
環境を回復し、復興への足がかりを築
きます。また、地域の共有財産となって
いる集会所などの応急処置により住民
の集いの場をつくることで、住民同士の
つながりの維持や助け合い活動を支援
します。
◆被災者の生活に寄り添いコミュニ
ティ全体をエンパワメントする

　危険箇所での活動や重機を駆使し
た支援活動が目を引く技術系Vの活動
ですが、住宅再建の活動をきっかけとし
て、被災者が生活を取り戻すためのさ
まざまな活動も行っています。
　例えば、仮設住宅での暮らし方講習
会の開催、足湯やサロン活動を通した
集いの場から聞こえる声から困りごと
を想像すること、子どもたちの支援、夏
祭りなどのイベントの開催によるコミュ
ニティのエンパワメントなどです。

　技術系Vは、豊富な災害支援活動の
経験があることに加え、連携・協働する
さまざまなセクターから情報が集まる
ことから、正確な情報提供などにより、
災害VCと連携しながら一般ボランティ
アの安全確保にも取り組んでいます。
◆ニーズ調査のポイントの説明
　家屋が被災した場合のニーズ調査は、
家屋の構造や被災状況などにより対応
が異なるため、きわめて高い専門性が
必要とされることも多くあります。技術
系Vは災害VCのスタッフ等に以下のポ
イントを説明するとともに、必要があれ
ば現地に同行し説明したり、支援者や
被災者向けの技術的な講座を開催し
たりします。
　一般のボランティア活動による対応
　の可否の判断
　活動の中で危険なポイントの提示
　活動手順の提示と必要な資機材の選定
　必要人数と期間の見立て
◆資機材の選定と調達
　災害VCの運営マニュアルに基づき
災害VCなどに用意された資機材のほ
かに、安全かつ効率的に活動ができる
資機材の選定と調達の方法を情報提
供し、取り扱い方法の説明なども行いま
す。場合によっては、誰にでも扱える業
務用の専用機材の貸し出しも行います。

◆人材養成
　技術系Vで活動するボランティアや
NPOのメンバーは、日曜大工や機械が

好きで、そうした趣味や技術を災害支援
に活かしたいと考えている人、被災地で
技術系Vの活動に巡り合い自身も活動
したいと考えている人など、必ずしも建
設業や土木事業に関わっている人（いわ
ゆるプロボノ）ばかりではありません。
　こうした方を対象として、技術系
NPO団体は、平時に技術系V活動の考
え方や安全確保などのポイントを学習
する機会を設けたり、実際に重機や動
力工具を使った技術講習などを開催し
たりしています。
◆活動の範囲やポイントの整理
　災害発生時には、建設や土木の知
識・技術が必要な活動が多くあります
が、その活動にボランティアやNPOがど
こまで関わるのか、プロボノや業者との
活動の棲み分けをどのようにしたらよ
いかといった整理はほとんどされていま
せん。JVOADに設置された技術系専
門委員会は、被災地における業者・プロ
ボノ・ボランティアの活動範囲と留意事
項を整理・普及する取り組みを行って
います。
◆ネットワークの形成
　東日本大震災以降、技術系のNPO
やボランティア団体が全国各地に生ま
れています。こうした団体が相互に連携
し、被災地で効果的な活動が展開され
るようにJVOADが働きかけるなどして
ネットワークづくりが進められています。
災害発生時には、このネットワークをも
とに、被災地の情報を共有したり、技術
系活動の拠点を共同で設置したり、
ニーズへの対応を分担したりする取り
組みも進められてきています。

国際交流基金「2019年度 国際交流基金地球市民賞」（応募締切8月13日当日消印有効）
　全国各地で国際文化交流活動を通じて、日本と海外の市民同士の結びつきや連携を深め、互いの知恵やアイデア、
情報を交換し、ともに考える団体を応援。受賞団体には、正賞（賞状）の贈呈と副賞（1件200万円）の助成。
（詳細は「国際交流基金地球市民賞」で検索）

・

・
・
・

災害ボランティアセンターとの連携

平時の活動

DRT JAPAN
組織化された団体ではなく、災害発生時に同じ志をもっ
た有志によって連絡を取り合い、状況によっては現地に
拠点を確保し、災害ボランティアセンターや他の団体等
と協調し連携し合いながら行動する、技術系プロボノ等
による緩やかなネットワーク。
フェイスブック
https://www.facebook.com/
drtjapan
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風組関東
2004（平成16）年の新潟県中越地震をきっかけに
知り合った技術系災害支援を主とするプロボノ集
団の関東支部。動力工具や重機などを活用した救
援活動にこだわり、災害ボランティア活動の高機能
化をめざして活動している。

OPEN JAPAN
2011（平成23）年の東日本大震災発生時に被災
地に集結した個人・団体により結成された「ボラン
ティア支援ベース絆」を前身とした災害支援のネット
ワーク。それぞれの得意技を活かした機動力のある
支援を展開している。重機を使った瓦礫や土砂の撤
去作業なども行っている。

　2013（平成25）年8月9日に岩手県
雫石町を襲った豪雨は、8月の平均月間
雨量を超える264ミリとなり、床上浸水
210棟、床下浸水323棟の被害となりま
した。
　発災翌日に雫石町社会福祉協議会
（以下、雫石町社協）は災害VCを立ち
上げて被災者の支援活動を開始しまし
た。近隣市町村も被災しているなかで、
雫石災害VCにも全国から多くのボラン
ティアが集まりました。

　雫石町では、大雨により大量の土砂
や流木が流出し、家屋の床下にも多量
の土砂が流れ込みました。そのなかで
も、床下の土砂のかき出し処理など、災
害VCでの対応が困難となるニーズが
多く発生しました。そうした状況をみて、
技術系Vの災害支援団体であるOPEN 
JAPANは、雫石町社協の災害VCに連
携を申し出ました。床下の泥のかき出し

や、家屋の補修作業に取り組むとともに、
被災された方の困りごとを丁寧に聞き
取り、災害VCや社協につなぐことで、生
活の場の確保、そして生活再建に向け
た社協の生活支援サービスの両面から
被災者支援を展開しました。
　2016（平成28）年8月、「迷走台風」
といわれた台風10号が、観測史上初め
て東北地方側の太平洋から岩手県に
上陸しました。この台風により岩手県を
中心とした東北地方に甚大な被害がも
たらされました。雫石町社協では、被害
の大きかった同県宮古市に職員を派遣
して、被災以来つながりを持っている技
術系Vと連絡を取り、支援を開始しまし
た。応援に入った雫石町社協職員は、自
らが被災したときの経験とそこで築い
た技術系Vとの連携を活かして、床下の
応急処置などに取り組むとともに、一般
ボランティア活動のコーディネートなど
の支援活動を実施しました。

　雫石町での水害支援の収束後、
2013（平成25）年度より雫石町社協
において「地域の防災力パワーアップ講
座」と題した災害ボランティア講習会を
技術系Vと社協が協働で行いました。
　この講習は、通常の「災害ボランティ
アコーディネート講座」に被災家屋の
応急処置、動力工具の取り扱い方法な
どを盛り込み、雫石町の水害で連携し
た技術系NPOのメンバーが講師となる

ことで、より実践的な講座とすることが
できました。
　水害被災家屋の応急処置は、泥が乾
く前の早い時期に、より多くの人員が関
わることによって効果的に進めることが
できるため、複数年にわたり開催された
講習会により担い手が増えたことは雫
石町の地域力の向上につながりました。
　その後発生した災害時において、雫
石町社協は被災した宮古市や岩泉町
に向けてボランティアバスの運行を行
いましたが、このときにボランティアとし
て現地に赴いた人には、「地域の防災力
パワーアップ講座」の受講生が多くいま
した。雫石町からのボランティアによる
自ら被災した経験と復旧に向けた技
術・知識を活かしたアドバイスは、宮古
市や岩泉町の住民にとって大きな支え
となりました。

公益財団法人糸賀一雄記念財団「第5回　糸賀一雄記念未来賞」（応募締切7月31日必着）
　福祉、教育、医療、労働、経済、文化、スポーツなどの分野における障害者または障害者と同様に社会的障壁による生き
づらさを抱えた人に関する先進的な取り組みを行う個人・団体に対して賞状の贈呈と副賞（1名・団体10万円）の助成。
（「第21回　糸賀一雄記念賞」もチェック）　（詳細は「糸賀一雄記念財団」で検索）

雫石町を襲った豪雨と災害VC

講習会の開催による人材養成支援
とその効果

災害支援現場での連携

社会福祉協議会と技術系ボランティアの連携事例
～岩手県雫石町での取り組みから～

事例1

ひ　  だ　  ひろし

肥田 浩さん

OPEN JAPAN/
JVOAD技術系専門委員会
OPEN JAPAN/
JVOAD技術系専門委員会

風組関東/
JVOAD技術系専門委員会
風組関東/
JVOAD技術系専門委員会
こ  ばやし   なお   き

小林 直樹さん

ホームページ
http://openjapan.net/
about

フェイスブック
https://jajp.
facebook.com/zkaze/

ひ　  だ　  ひろし

肥田 浩さん
こ  ばやし   なお   き

小林 直樹さん



05
イベント・助成金情報

ボランティア情報　令和元年6月1日発行　第三種郵便物認可

　被災により住宅や建物が被害にあっ
た場合、その復旧が必要となりますが、
金銭的な問題などさまざまな事情で業
者に依頼できなかったり、業者が不足
していて修理までの待ち時間が長くか
かってしまったりすることがあります。
2018（平成30）年に大阪北部地震と
台風21号による被害に連続して見舞
われた大阪府では、地震により55,000
棟以上、台風により65,000棟以上が
被害にあい、1年が経過した現在もたく
さんの屋根にブルーシートが張られて
いる状況が続いています。
　屋根に被害を受けた被災者自身が
屋根にシートを張って雨漏りを防いで
いる光景をよく見かけますが、そもそも
屋根にシートを張る専門の業者がいる
わけではありません。建設会社などが、
屋根を修理するまでの間や修理中に短
期間シートで雨漏りを防ぐというもの
です。そのため、張り方も応急的な場合
が多く、シートそのものの耐久性にも限
界があります。そのため、どうしても一定
期間ごとにシートの張り替えが必要に
なります。
　技術系Vは、2016（平成28）年の熊
本地震以降、被害を受けた家屋の屋根

に長期間シートが張られたままになっ
てしまう状況に対応するため、より長い
期間雨漏りを防ぐことができるシート
の張り方を研究し、ノウハウを蓄積、共
有する活動を行ってきました。こうして、
ある程度長い期間、シートがはがれた
りしないようになりつつありますが、
シートの材質や直射日光の当たり具合
にもよってキチンと張られていても半年
程度で張り替えが必要になります。
　しかし、技術系Vが被災地に何か月
も留まって活動することは困難である
ことから、対応できる人を増やすために
被災地で活動するNPOやプロボノなど
を対象として、技術系Vが連携して「災
害に向き合うための講習会」を開催し
ました。
　これら技術を要する活動の講習会は、
単に復旧を早めるだけでなく、被災前ま
で生活していた「暮らし」の再開への希
望となっています。講習会には住民のみ
ならず、支援に入っているボランティア
も多く参加し、その後の活動に活かされ
ています。
　また、最近多発する水害への対応も
開始しました。水害は水が引いたあとに
家の中だけでなく、床下も清掃・乾燥さ

せる必要があり、現地で床や壁を剥が
すための講習会を開催することで、より
迅速に多くの被災家屋の復旧を行うこ
とができます。講習の開催に加えて、必
要な資機材の無償貸にも取り組み始め
るようになってきています。
　昨今では、この技術（特に水害への
対応）を学ぼうと、平常時でも講習会の
開催依頼が増えてきています。一昨年
度より開始した講習会も、昨年度は10
か所以上で開催することができました。
また、大阪府の茨木市に設置している
活動拠点には、研修用の屋根キット（教
材)を制作し、継続的に講習を行ってい
ます。
　私たちの認識では、生活再建をすす
めるうえで、講習会は一つの手段でしか
ありませんが、この講習会でも技術は手
段や道具（ツール）の一つと同じであり、
必要なことは被災された一人ひとりの
生活再建に寄り添うことを大切にして
います。この想いと安全に配慮した技術
を伝えるため、今後も講習会を開催して
いきます。興味のある方は震災が繋ぐ
全国ネットワークまでお問い合わせく
ださい。

損害保険ジャパン日本興亜株式会社「2019年度 市民のための環境公開講座」（7月～11月）
　日本環境教育フォーラム、損保ジャパン日本興亜環境財団と協働して開催する環境に関する公開講座。生物多様性の話題か
ら私たちの生活に直結する問題まで幅広いトピックについて気軽に学ぶことができる。
（詳細は「損害保険ジャパン日本興亜株式会社　市民のための環境公開講座」で検索）

震災がつなぐ全国ネットワーク
阪神・淡路大震災を機に支援者同士がつながり、
1997（平成9）年に設立したネットワーク組織。
全国に点在する人々が、互いの違いを認め合いな
がら、過去の災害が教えた課題をともに学び、提
言し、今後の緊急時には共に動くことを目的とし
ている。

地元に技術を持った担い手を増やすために
～「災害に向き合うための講習会 」 の開催を通して～

事例2

震災がつなぐ全国ネットワーク/
JVOAD技術系専門委員会
まつ  やま ふみ のり

松山文紀 さん

震災がつなぐ全国ネットワーク/
JVOAD技術系専門委員会

フェイスブック
https://www.facebook.
com/shintsuna.net/

まつ  やま ふみ のり

松山文紀 さん
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CSRやCSVの推進が課題となるなか、企業によるボランティア活動に注
目が集まっています。企業とボランティア・市民活動にはどのような接点
があり、その意義はどこにあるのでしょうか。本コーナーでは、具体的な
取り組みを紹介しつつ、企業によるボランティア活動の可能性と新たに
生み出され得る社会的な価値について探っていきます。さらなるボランティア・市民活動発展へのカギさらなるボランティア・市民活動発展へのカギ

の企業 チカラ

「月刊福祉7月号」（全社協　出版部）
　特集は「新時代の福祉を支える実践」。2025年、2040年といった大きなターニングポイントを前に、地域課題やさまざまな
ニーズに対して、既存の枠組みにとらわれない発想や多様な主体と連携しながら他分野にも広がる新たな実践等を通じて、
今後社会福祉の実践に必要とされる視点を検討。　（詳細は「福祉の本出版目録」で検索）06

　但陽信用金庫（以下、金庫）がボラン
ティア活動に関わるきっかけとなったの
は、1995年1月に発災した阪神・淡路大
震災でした。金庫では発災からしばらく
の間、被災地への物資支援・配送拠点
に職員を交替で派遣し、その後は本店
のある加古川市をはじめとして、高砂市、
姫路市の各仮設住宅で支援活動を行い
ました。
　当時活動に参加し、現在は地域共生
課で但陽ボランティアセンターを担当す
る板倉真典さんは、「被災者支援活動
は、社協や市役所、生活協同組合、
YMCAなどのさまざまな団体と協働し
て取り組み、ボランティア活動の大切さ
と多くのアドバイスを得ました」と振り返
ります。多くの職員が支援活動に関わり、
仮設住宅で生活する高齢者や障害者の
生活の困難さを間近に感じてきました。
　金庫の桑田純一郎理事長は、この活
動を通して「地域には日常生活で困って
おられる方がもっと多いのでは」と考え
ました。そこで、地域の高齢者・障害者
支援を継続的に進めるため、金庫本店
に地域共生課を設け、但陽ボランティア
センターを開設しました。これにより、職

員をボランティアセンターに毎日交替で
派遣し、継続的な支援活動を金庫として
サポートする体制を整えました。

　但陽ボランティアセンターは、NPO法
施行2年後の2000年、県内でも早い段
階でNPO法人格を取得しました。法人
格取得により活動基盤を充実させ、これ
まで20年近く継続した活動が続けられ
ています。最も大きな割合を占めるのは、
6台のリフト付き福祉車両で行う移送
サービスです。
　月曜日から金曜日までの毎日、金庫
から4～8名の職員がボランティアセン
ターに派遣されて活動を行います。移送
サービスは但陽信用金庫との取引の有
無に関係なく、高齢や車いすで移動され
ている方は、NPOの活動地域であれば
年会費を支払い会員になることで利用
が可能です。現在、移動支援を受ける会
員は200名以上、サービス提供は年間
約1,700件に及んでいます。活動開始時
からは延べ26,700件、職員は延べ
27,600人が活動に参加しています。
　利用の8割は医療機関への通院支援
です。板倉さんは「難病と闘う方々の送
迎をお手伝いする機会もあり、活動に携
わる職員は、サービスを利用する方々の
人生から多くの学びを得ています」と話
します。サービスのコーディネートと金
庫職員の派遣調整は、板倉さんなど地
域共生課の職員が行います。サービス
の提供にあたっては、会員の年代や疾
病の状況をふまえ、車椅子の操作に長
けていたり、利用者の悩みごとについて
聞き役を務めたりすることのできる職員
を担当として調整することもあります。

　また、但陽ボランティアセンターでは
2004年から、渉外担当の職員約150人
が一人暮らしの高齢者等を定期的に訪
問する、独居高齢者宅ケア訪問にも取
り組んでいます。金庫の営業活動中に、
地域の民生委員・児童委員や関係機関
とも連携して毎月約2,300軒を訪問して
います。この活動を通じて詐欺被害を
未然に防いだり、体調不良の高齢者を
医療機関につないだ事例もあります。

　金庫の社会貢献活動としての但陽ボ
ランティアセンターの取り組みは、職員
から見ると業務派遣による活動です。活
動は全役職員がローテーションで参加
するため、一人の職員にとって数か月に1
回程度と大きな負担にはなりません。こ
の仕組みを金庫が制度として設け、職
員が新人研修時からボランティアセン
ターの活動に参加することで、地域の協
同金融機関として、やさしさや思いやり
の心を持って住民に寄り添う職員を養
成する、大切な教育の場になっています。
　現在、金庫の事業地域で開催される
行事や地域活性化のイベントには、多く
の職員が自発的意思でボランティア活
動に参加しています。今年2月に開催さ
れた世界遺産姫路城マラソンでは、金
庫職員365名がボランティア活動やラ
ンナーとして地域を盛り上げました。
　板倉さんは、「金庫としてボランティ
ア活動に携わって20年以上が経ち、ボ
ランティアや地域貢献活動が金庫の日
常業務の一環となっています。これから
も、インクルーシブ（包摂）な社会をめ
ざして、長く取り組みを続けていきたい
です」と話しました。

兵庫県加古川市
大正15年6月
34店舗
10億5,400万円
659名（常勤役職員）

本 店
創 業
店 舗 数
出 資 金
従業員数

：
：
：
：
：

　「よろず相談信用金庫」をキャッチフレーズに、兵
庫県南但馬・播磨地域など県中南部を中心に店舗
網を有する信用金庫。大正15年に生野信用組合と
して設立し、今年で創業93年を迎える。
　経営理念（社訓）に「正義」「革新」「人間愛」を掲げ、
「社会と共に歩む『良き企業市民』として積極的に社
会貢献活動に取り組む」ことを行動綱領に記し、職
員全員が地域貢献活動に継続して取り組んでいる。

会社概要
但陽信用金庫

但陽信用金庫　よろず相談室・地域共生課　課長

兵庫県・但陽信用金庫第23回

阪神・淡路大震災での支援活動を通
じ設立したボランティアセンター

地域住民に寄り添う移動支援

地域とつながり、まちを支援する

月曜日から金曜日までの毎日、金庫から派遣された職員が、高齢者や障害のある方の移送サービスに、事故のないように細心の注意を
払って携わります。

地域の関係機関や民生委員・児童委員と連携しながら、
地域の高齢者宅を訪問する金庫職員。訪問では、金庫
業務の宣伝を行なわずにあらゆる相談を伺い、必要があ
れば地域の他機関・団体につなぐことを徹底しています。

信用金庫が設立したボランティアセンターが地域住民を支える

板倉 真典さん
いたくら  まさのり
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地域のボランティア活動を盛り上げていくためには、
SNSを活用した市民とのコミュニケーションが有効です。
連載を通してICTのプロから情報発信・交換の基礎を学
びます。日々の業務や活動のなかで実践してみましょう！

地域で多文化共生活動に取り組むさまざまな登場人物の実践や思い
をお伝えします。各地の実践から外国にルーツをもつ人とともにめざ
す住みよい地域づくりのヒントを見つけましょう。

公益財団法人 富山YMCA 
駅前センター所長 
フリースクールチーフ

前列中央が上村さん前列中央が上村さん

ボラセンと
地域をつなぐ

～はじめてのSNSコミュニケーション講座～

ボラセンと
地域をつなぐ SNSSNS

～はじめてのSNSコミュニケーション講座～

グローカル
な地域をともにつくる
グローカル
な地域をともにつくる

マイクロソフト社にて開発業務を担当後、
ITコンサル会社を設立。2011年以降、
全国各地の災害ボランティアセンターの
IT支援を実施。2015年よりサイボウズ
社に所属しつつ、被災地支援を継続中。

サイボウズ株式会社 柴田 哲史
しば  た     さと   し

上村　香野子
かみ むら　      か    の    こ

さん

　SNS（ソーシャル・ネットワーキング・
サービス）に初めて参加する人は、「何
をすればいいんだろう？」「変なこと言っ
て怒られない？」などいろいろ不安なこ
ともあるかと思います。そんな方でも安
心して投稿練習のできるグループを用
意しましたので、ぜひご参加ください。
　ここでの投稿された内容は、参加者
以外には見えませんので、誤字脱字や
言い回しなど気にしないで、思ったこと

「災害時のスペシャルニーズ支援ハンドブック」（全3巻：大阪ボランティア協会）
　災害時に特別な配慮が必要とされる【障害者・難病者編】【子ども編】【外国人編】について、インフォーマルな支援に着目しな
がら彼らを取り巻く課題や支援策、日頃からの備え等を示したハンドブック。同協会ホームページよりPDFダウンロード可。
（詳細は「大阪ボランティア協会」で検索） 07

　富山YMCAでは、外国にルーツのあ
る人を含め、誰もが自分らしい時間を
過ごすことのできる居場所「さくらカフ
ェ」の活動を展開しています。地域にお
ける多文化共生活動の先駆けである
YMCAの実践事例を覗いてみましょう。

　「さくらカフェ」は、富山YMCAのフリ
ースクール事業から始まりました。日本
海に面した土地柄もあいまって、外国
にルーツのある生徒も通っているそう
です。富山YMCAでは、「生徒たちにゆ
ったりとした時間を過ごしてほしい」と
いう思いのもと、15年ほど前にみんな
で食事ができる場として、富山YMCA

の仲間とともに「さくらカフェ」の活動を
始めました。

　現在「さくらカフェ」では、フリースク
ールに参加する若者のみならず、富山
YMCA内外のさまざまな人たちが出入
りし、それぞれ自由な時間を過ごしてい
ます。例えば、英会話スクールの外国人
講師が得意料理をふるまったり、参加
者でタイマッサージを勉強した人がカ
フェ内に「癒しコーナー」を設けたり、参
加者のルーツのある国の言葉を学び合
ったり…。上村さんは、「外国にルーツ
のある人が参加したときは、YMCAな
らではの語学ボランティアや学生ボラ
ンティア等が自発的にサポートしたり、
孤立しないように職員がコーディネー
トしたりすることもありますが、『外国
人』という立場を意識はしないようにし
ています。どんな背景があっても、ここで

は自分らしい時間を過ごすことができ
る。この視点は多文化共生の場を実現
するという意味でも重要なポイントだと
考えています」と話します。

　上村さんは、「YMCAは、英会話スク
ールやスポーツ教室ありきで活動して
いるのではなく、背景には『ともに生き
る平和な社会をつくる』という理念があ
ります。『さくらカフェ』の実践はYMCA
としては珍しいかもしれませんが、根底
の理念は共通しているのです。しかし、
私たち富山YMCAだけで実現できるこ
とには限界があります。わたしたちのカ
フェの雰囲気に合わない人がいたら、
何とか別の居場所を紹介したいと思い
ます。社協・ボランティアセンターをはじ
めとして地域の団体と手を取り合い、互
いのもつ強みや資源を提供し合いたい
です」と話します。

を安心して投稿することができます。地
域コミュニティを立ち上げる前にこう
いった環境で投稿する練習をしてみま
しょう。

　スマホで写真を撮影して、そのまま投
稿するスタイルが一番気軽に投稿でき
ます。地域コミュニティで一番投稿され
る内容は、美味しい料理ですので、今日
のランチの写真を撮影して、一行コメン
トを添えて投稿する習慣をつけるように
してみましょう。
　写真の枚数や添えるコメントの量に

関しては、流派がありますが、私はシン
プルに写真1枚、文章は2行程度をおス
スメしています。理由は、投稿が負担に
なって辞めてしまうことを防ぐためです。
スマホで長文をタイプするのは大変で
すし、長文を考えないといけないとなる
と、1週間に1回でも負担になってしま
い、長く続かない可能性がありますので、
より気軽に毎日投稿するのにちょうど
よいのは毎日のランチネタです。
　以下のように、気軽に写真を撮って、
シンプルなコメントを添えて投稿してみ
ましょう！

Vol.3 読者グループ（FB）に参加してみよう！

安心して試せる環境をご用意しまし
た！

気軽に投稿の練習してみましょう

「外国人」であることを超えた富山YMCAの多文化共生活動

フリースクールから「さくらカフェ」へ

「外国人」の枠を超えた多文化共生

富山YMCAがめざしていること

おはようございます！
朝食は、懐かしの木
の芽ごはん！！̂ ^ 
新鮮な木の芽にかつ
お節と醤油をまぜる
だけ。

＜投稿例＞
全国地域ボラセン交流会（非公開）

h t t p s : / / w w w . f a c e　
book.com/groups/volun　
teer.japan/

○「ボランティア情報読者」が中心
○SNS の使い方相談
○地域コミュニティの開設＆運営相談
○災害ボランティアセンターの情報発信相談
○参加するにはグループ管理人の承認が必要 ※メンバー以外には内容は表示されません
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ボランティア活動保険等の補償制度は、社会福祉協議会およびその
構成員・会員ならびに社会福祉協議会が運営するボランティア・市民
活動センターなどに登録されているボランティア・ボランティアグルー
プ・団体が加入対象です。

保 険 の
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ボランティア活動保険等についてのお問合せは、株式会社  福祉保険サービスまでどうぞ。
TEL/03-3581-4667  FAX/03-3581-4763  URL  http://www.fukushihoken.co.jp 

SJNK17-03696(2017/06/15)

■上記は保険の概要を説明したものです。詳しい内容につきましては、取扱代理店または損保ジャパン日本興亜までお問い合わせください。

＜取扱代理店＞株式会社福祉保険サービス
〒100-0013東京都千代田区霞が関3－3－2　新霞が関ビル
TEL 03－3581－4667　FAX 03－3581－4763

＜引受保険会社＞損害保険ジャパン日本興亜株式会社　医療・福祉開発部第ニ課
〒160-8338　東京都新宿区西新宿1－26－1　　
TEL 03-3349-5137　FAX 03-6388-0154（受付時間：平日9:00～17:00）（受付時間：平日9:30～17:30）

　災害が発生したとき、とりわけ日本で生活する外国人は言語や文化、地域との関係性
などさまざまな理由を背景に被災者支援にアクセスしにくい存在であると考えられます。
入管法の改正やグローバル化の進展を受け、近年在留外国人のさらなる増加が見込ま
れていますが、災害時に彼らはどのような状況に置かれているのでしょうか。また同じ
市民としていかに尊厳のある暮らしを担保することができるのでしょうか。
　本冊子は、災害時における外国人支援の第一線で活躍してきた実践者へのヒアリン
グをもとに、国際関係のボランティア・市民活動の推進・実践団体の集まる「広がれボ
ランティアの輪」連絡会議 国際PT（プロジェクト・チーム）のメンバーによりまとめられ
ました。災害時に外国人の抱える困難さ、社協・NPOから民間企業まで各支援者への
メッセージ、具体的な支援ツールの紹介など、コンパクトながらも災害時における外国
人支援の現状と課題について、立体的にイメージできる内容となっています。

～災害発生時、外国人の置かれた状況とは。どのような支援が展開できるのか～
『災害時における在留外国人支援の視点』（2019年6月　「広がれボランティアの輪」連絡会議作成）

資料は「広がれボランティアの輪」連絡会議ホームページからダウンロードできます。
https://www.hirogare.net/

　子どものころは夏といえば海にスイカ、夏祭りなど楽しいことばかりでしたが、最近は大雨災害を気にせざるを得ない状況と
なりました。被災の規模が大きくなる中で、大勢のボランティアが被災地で活動するようになりましたが、人力による活動の限
界や危険回避の点から、重機などを扱う技術系ボランティアとの連携の必要性が高まっています。特集でお伝えしましたが、こ
の連携の要となるキーワードは「被災者中心の生活再建」です。災害ボランティアセンターの活動が、技術系ボランティアとの協
働がすすむことにより、被災者のニーズに寄り添った有効な支援として発展することが期待されます。 （小川）

　近年、毎年のように甚大な被害をもたらす自然災害が全国各地で頻発しています。被災地の復旧支援につい
ては市民によるボランティア活動が重要な役割を担っています。台風や豪雨災害、地震・噴火・津波などの大規
模な災害が発生した場合に適用されるボランティア活動保険「大規模災害特例」の取扱いと「天災タイプ」の
補償内容についてお知らせします。

　全社協の「ボランティア活動保険」では大規模災害が発生し、災
害ボランティアセンターが設置され、災害復旧対応のボランティア
活動に緊急性がある場合、被災地の道県・指定都市社会福祉協
議会から全国社会福祉協議会への要請に基づいて、「大規模災害
特例」を適用し、ボランティアの方々が、速やかに災害復旧活動に
対応できるよう利便性の向上を図っています。

補償開始・・・通常は加入申込手続きの完了した日の翌日午前
０時から補償開始となりますが、大規模災害特例が適用された
場合は、社会福祉協議会で加入申込手続きが完了した時点か
ら即時の補償開始となります。
加入申込み・・・通常はボランティア自身が所属または居住する
最寄りの社会福祉協議会でボランティア活動保険を申込みい
ただきますが、大規模災害時のボランティアの場合は、被災地
の社会福祉協議会でも加入が可能となります。
（ボランティア活動保険は自宅と活動場所の往復途上も補償されます。
また、被災地では混乱も想定されますので、極力、自宅最寄りの社会福
祉協議会で加入してから被災地へ向かってください）

①

②

①

②

災害時のボランティア活動保険について

「大規模災害特例」って、なんですか？

「大規模災害特例」が適用された場合と、通常の場合
とでは何が違うのですか？

「基本タイプ」は、ボランティア活動中のケガと損害賠償責任を
補償するタイプですが、活動中の天災（地震・噴火・津波）が原
因のケガは補償されません。なお、台風・洪水・突風など、地震・
噴火・津波以外の災害が原因のケガは基本タイプでも補償さ
れます。
「天災タイプ」は、基本タイプの補償範囲に加えて、天災（地震・
噴火・津波）が原因のケガも補償されます。（なお、天災による賠
償責任の補償は対象外です）

　上記のとおり、地震・噴火・津波が原因のケガは、「天災タイプ」
でなければ補償の対象になりません。したがって、震災復旧などの
ボランティア活動で、余震による被害が想定されるような場合は、
「天災タイプ」への加入を検討いただく必要があります。ご加入に
あたっては、ボランティア活動保険パンフレットを参照いただき、必
要な補償をよくご確認のうえご加入ください。

㈱福祉保険サービスのホームページからもパンフレットをご覧
いただけます。
ふくしの保険　http://www.fukushihoken.co.jp/

※

ボランティア活動保険の「基本タイプ」と「天災タイプ」
では、補償内容がどのように違うのですか？

どちらのタイプに加入すればいいのですか？

「
大
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模
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